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繍

銑

生
産
立
地
理
論
に
つ
い
て

生
産
立
地
理
論
に
つ
い
て

菊

太

自11

回

生
産
立
地
と
は
生
産
な
る
粧
油
開
行
局
の
皆
ま
れ
る
場
所
在
一
民

ひ
、
生
産
立
地
班
愉
・
と
は
一
般
に
如
何
た
る
生
部
が
如
何
段
る

場
所
で
皆
吉
れ
る
か
を
明
に
す
る
到
論
を
一
疋
ム
。

生
産
立
地
に
闘
す
る
理
論
的
考
殺
に
先
制
E
清
け
た
も
の
と

し
て
は
夙
に
チ
ュ

1
ネ
ン
の
つ
孤
立
図
」
が
あ
り
、
之
を
享
け
て

更
に
別
の
領
域

E
開
拓
し
た
も
の
に
ア
ル
フ
レ
ッ

F
・ウ

L
1

パ
ー
の
「
工
業
立
地
論
」
が
あ
る
。
何
れ
も
不
朽
の
業
様
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
繭
野
を
生
産
の
一
部
l

|
前
者
は
林
業
・
牧
沓
・
農

産
加
工
等
を
も
合
む
成
誌
の
農
業
生
産
、
後
者
は
書
名
の
一
不
し

て
ゐ
る
通
り
工
業
生
産
ー
ー
に
限
定
し
て
ゐ
る
己
と
は
、
不
充

分
た
る
を
活
か
札
な
い
。
何
枚
と
一
耳
ふ
に
、
後
に
明
か
に
す
る

通
担
、
各
柿
の
生
産
立
地
は
相
互
に
他
企
聯
刷
し

他
を
規
定

し
、
又
根
本
的
に
見
れ
ば
同
一
の
法
則
に
よ
っ
て
定
ま
る
に
拘

4
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ち
チ
、
之
を
切
離
し
て
理
論
の
釣
象
と
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
o
E
L
K
於
い
て
生
産
会
館
の
立
地
主
針
象
・
と
す
る
理
論
白

建
設
が
企
岡
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
に
プ
レ
デ
l
ル

の
論
文
「
岡
民
経
倒
壊
に
於
け
る
立
地
問
尚
」
が
あ
る
。

フ
レ
デ
l
ル
回
生
産
立
地
訓
愉
が
如
何
島
る
制
象
を
有
す
べ

古
か
如
何
な
る
窓
説
・
内
.
朴
社
有
す
る
か
を
前
じ
て
み
品
。
そ

の
問
題
と
す
る
所
は
立
地
瑚
論
の
根
本
間
閣
で
あ
り
、
且
つ
着

眼
は
卓
抜
で
あ
る
け
れ
E
も
、
所
前
に
は
砂
か
ら
ね
挟
謬
と
不

徹
氏
'
と
が
あ
る
。
然
ら
は

他
の
問
論
の
如
何
た
る
鮪
が
採
る

ペ
吉
で
あ
り
、
如
何
た
る
鮎
が
柿
訂
を
要
す
る
か
。
と
れ
を
検

討
す
る
己
主
に
よ
っ
て
生
産
立
地
理
論
の
愉
郎
主
胤
略
明
か
に

し
た
い
と
忠
ふ
。

順
序
と
し
て
光
づ
プ
レ
ヂ
1
ル
の
論
旨
を
略
述
し
ゃ
う
。

彼
は
最
初
に
生
産
立
地
理
論
の
釣
象
主
意
義
と
を
考
察
す

る
。
現
在
の
問
、
農
業
生
産
或
は
工
業
生
産
の
立
地
だ
け
を
劉

象
止
す
る
理
論
し
か
存
在
し
た
い
け
れ
ど
も
‘
農
業
生
産
工
業

vo~__Thüne!1 1 Isolierte Staat in Beziehung auf Landwir;l5chaft u目 Natio・
nalokonomie. 
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生
産
の
立
地
は
糾
済
行
潟
三
般
の
立
地
と
云
ふ
一
一
肺
句
括
的
た

事
象
の
一
部
に
過

F
な
い
か
ら
、
と
の
積
の
理
論
が
第
二
決
的

意
義
を
有
す
る
に
止
ま
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
粧
品
問
皐
の
理

論
は
常
に
相
互
に
聯
闘
す
る
事
象
全
般
を
封
象
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
立
地
理
愉
も
各
種
の
経
桝
行
局
の
立
地
を
そ
の
最
も

一
般
的
た
取
結
で
抑
捉
せ
ね
ば
島

ιぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
相
府
桝

行
震
一
般
の
立
地
主
制
象
と
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
併
し
、
泊
出
世
立

地
帥
ち
泊
曲
買
の
行
は
れ
る
場
所
占
云
ふ
も
の
は
咽
州
立
の
制
的
離
を

斡
成
し
た
い
。
悲
し
、
消
費
立
地
は
同
時
に
生
産
1
地
で
あ
る

の
が
持
組
で
、

純
消
費
京
地
は
稀
た
例
外
に
過
ぎ
ぬ
。
従
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
泊
費
立
地
位
原
則
と
し
て
生
産
立
地
に
還
元
し

得
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
立
地
問
論

は
生
産
」
般
の
立
地
を
釘
象
L
C
す
べ
き
も
白
で
あ
り
、

H
っ
と

の
理
論
は
泊
費
立
地
を
も
明
か
に
し
て
経
済
行
錯
一
般
の
立
地

却
論
と
な
る
止
云
ふ
。

-
次
に
彼
ほ
生
産
立
地
理
論
白
内
容
を
論
じ
る
。

特
定
の
生
産
は
経
済
事
賞
以
外
の
自
然
因
子
・
文
化
因
子
が

作
用
す
る
結
果
特
定
。
場
所
に
限
っ
て
行
は
れ
る
。
印
度
目
黄

暢

鍬

生
産
立
地
開
院
に
つ
い
て

肺
栽
培
の
如
曹
が
そ
の
適
例
で
あ
る
o
ま
た
他
の
特
定
の
生
産

は
撒
多
白
場
所
で
行
は
れ
得
る
け
れ
ど
も
、
総
べ
て
の
場
所
で

-
と
云
ム
諜
に
は
行
か
・
泣
い
。
と
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
非
経
掛

的
因
子
が
生
産
立
地
と
た
り
得
る
場
所
在
限
定
す
る
と
・
と
は

明
白
で
あ
る
Q

E
の
場
合
経
消
的
悶
子
は
か
a
h

る
非
経
済
的
図

子
の
劃
す
る
坪
内
に
於
い
て
生
産
立
地
世
決
定
す
る
に
止
世

る
ν

換
一
百
す
れ
ば
、
非
魁
掛
的
悶
子
は
前
提
と
し
て
作
用
す

る
。
一
見
K
、
生
産
が
可
能
在
場
所
の
内
に
於
い
て
も
、
地
味
ゅ

気
候
ゅ
住
民
・
文
化
水
準
等
非
経
済
的
悶
子
が
生
産
保
件
ー
と
し
亡

作
加
す
る
結
果
、
生
産
物
の
数
量
品
質
に
相
法
主
生
ぜ
し
め
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
併
し
、
か
、
る
非
経
済
的
因
子
の
作
川
は

生
産
立
地
に
闘
す
る
経
済
関
前
を
不
可
能
に
は
し
た
い
。
蓋

し
、
経
済
組
輸
は
現
寅
の
経
済
事
象
を
盛
り
た
〈
説
明
す
る
も

の
で
は
な
く
、
経
済
的
因
子
に
よ
っ
て
可
能
な
限
度
内
の
説
明

を
奥
へ
る
に
止
ま
り
、
非
維
持
的
因
子
は
皐
在
る
所
典
と
し
て

闘
描
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

今
こ
れ
ら
非
組
済
的
因
子
け
作
用
主
排
除
す
る
た
め
、

ー
ネ
ン
に
倣
っ
て
、
生
産
が
自
然
的
に
も
文
化
的
に
も
全
然
等
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雑

曲

生
産
立
地
理
由
に
つ
い
て

し
い
平
地
で
行
は
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

か
ha
る
平
地
上
に
於
い
て
任
蛍
の
一
生
産
l

|
完
全
丘
、
換

言
す
れ
ば
一
段
階
で
消
費
財
E
作
出
す
る
生
産

1
lの
立
地
主

動
か
せ
ば
‘
硬
化
す
る
の
は
消
費
立
地
主
の
距
離
詐
り
で
あ

る
日
そ
の
結
果
、
と
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
生
産
立
地
と
消
副
賞

立
地
ー
と
の
聞
の
距
離
を
克
服

rゐ
に
必
要
な
謹
送
手
段
.

開
維
に
よ
っ
て
相
違
す
る
土
地
の
用
益
、

と
の
こ
生
産
乎
段
。

支
出
だ
以
下
一
理
化
ず
る
。
而
し
て
、
そ
の
鑓
化
。
方
向
は
反
封

で
あ
る
。
具
悌
的
に
一
耳
へ
ば
、
生
産
立
地
主
泊
費
立
地
か
ら
遠

ざ
け
れ
ば
運
送
手
段
の
支
山
川
が
増
加
し
て
土
地
の
肘
徒
の
支
出

が
減
じ
、
消
費
立
地
へ
近
付
け
れ
ば
運
迭
手
段
の
支
出
が
減
じ

土
地
の
周
舗
の
支
山
が
増
加
す
る
。

E

A
に
於
い
て
、
生
産
立

地
の
決
定
は
運
送
手
段
及
ぴ
土
地
の
用
徒
主
云
ム
特
定
の
生
産

手
段
群
山
各
生
産
へ
の
分
間
の
決
定
主
た
る
。

生
産
が
一
段
階
で
完
了
せ
宇
技
術
的
に
数
段
階
に
分
れ
得
る

場
合
に
は
、
全
段
階
か
合
し
て
一
ケ
期
で
行
は
れ
る
の
は
何
ら

か
の
到
内
が
存
在
す
る
場
合

ι限
り
、
原
則
ー
と
し
て
は
各
段
階

が
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
立
地
を
有
す
る
も
の
止
見
た
け
れ
ば
た
ら

と

の

第
二
十
入
品
世

九
O 

第
六
組

O 

ぬ
。
か
ミ
る
生
産
段
階
中
の
一
白
立
地
主
動
か
せ
ば
、
土
地
の

用
益
の
支
出
し
と
そ
の
生
産
段
階
か
ら
見
て
の
消
費
立
地
(
次
段

階
の
立
地
或
は
消
費
立
地
)
ま
で
の
議
途
乎
段
の
支
出
止
が
麹

化
ず
る
。
己
れ
ま
で
は
一
生
産
段
階
。
場
合
と
河
じ
で
あ
る
。

相
違
す
る
の
は
、
動
か
さ
れ
る
立
地
が
第
一
段
以
外
の
段
階
の

立
地
E
あ
れ
ぽ
、
半
製
品
主
己
白
立
地
ま
で
建
港
す
る
に
必
要

左
遅
出
血
手
段
白
支
出
が
師
型
化
す
る
と
一
宮
ム
事
だ
け
で
あ
る
。
併

し
、
と
れ
も
運
送
手
段
の
支
出
の
愛
化
で
あ
る
か
ら
、
己
の
場

合
と
雄
も
矢
張
。
土
地
の
肘
続
'
と
運
治
手
段
と
の
分
配
に
よ
っ

て
生
産
立
地
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
唯
運
法
千
段
の
支
川
が

個
の
部
分
に
分
れ
て
問
題
を
少
し
複
雑
に
す
る
詐
り
で
あ
る
。

か
く
生
産
立
地
の
決
定
は
特
定
の
生
産
手
段
群
の
各
生
産
へ

の
八
万
配
の
決
定
で
あ
る
か
ら
、
各
種
の
生
産
の
立
地
を
明
に
す

昌
生
産
立
地
問
愉
は
生
産
手
段
の
各
生
産
へ
の
分
配
の
理
論
の

油
用
止
た
り
、
後
者
を
明
に
す
る
現
論
終
消
皐
の
成
川
流
は
前
者

に
越
川
し
得
る
と
と
L
た
る
。

然
ち
は
、
生
産
手
段
は
各
生
産
へ
如
何
に
分
服
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
。
経
済
が
合
理
的
に
嶺
ま
れ
る
も
の
・
と
す
れ
ば
、
生
産



手
段
の
貯
臓
と
そ
の
使
用
止
は
最
も
経
済
的
に
結
合
さ
れ
ね
ば

な
ら
由
。
換
言
す
れ
ば
、
者
生
産
の
技
術
的
可
能
性
の
中
経
済

杢
酬
問
主
の
聯
闘
に
炉
、
い
て
最
も
有
利
た
も
の
が
採
用
さ
れ
ね
ば

左
ら
ぬ
。
形
式
的
に
は
と
れ
が
解
答
で
あ
る
。

併
し

と
の
問
閣
は
樹
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
句
か

ι30
形

式
的
た
解
答
を
以
て
満
足
せ
守
、
内
山
梓
ま
で
立
入
る
と
と
h

す

品
。
カ
ッ
セ
ル
の
所
間
「
代
替
の
原
則
」
に
上
れ
ば
、
必
要
な
生

産
手
段
を
異
に
す
る
般
国
心
生
富
山
方
法
が
生
産
自
結
果
を
艶
十

る
と
と
た
し
に
相
互
に
代
替
し
得
る
場
合
に
は
、
奥
へ
ら
れ
た

慣
格
欣
況
の
下
に
於
い
て
最
も
低
殿
友
生
産
方
法
が
採
加
さ
れ

sa 

る
。
問
凶
と
た
る
生
産
手
段
の
倒
絡
閥
係
が
明
で
あ
っ
て
‘
一

生
産
方
法
が
明
広
低
廉
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
法
が
採
用
さ
れ
る

の
は
別
で
あ
る
。
己
の
場
合
托
は
何
ら
疑
問
主
生
じ
た
い
。
疑

問
主
生
A
Y
る
の
は
連
続
的
代
替
の
可
能
た
場
合
で
あ
る
。
と
の

場
合
陀
如
何
た
る
方
法
が
採
用
さ
れ
る
か
。
問
題
を
筒
車
に
す

る
た
め
に
、
二
組
の
生
産
手
段
が
相
互
に
代
替
す
る
場
合
を
考

へ
る
。
相
互
に
代
替
し
得
る
生
産
手
段
の
二
小
量
聞
に
於
い

て
、
代
替
す
る
小
金
心
情
格
が
代
替
さ
れ
る
小
量
の
そ
れ
よ
り

輸

銭

生
産
立
地
剛
摘
に
つ
い
て

も
低
け
れ
は
、
代
替
が
行
は
れ
る
。
と
の
過
程
が
順
次
進
め
ら

れ
る
之
、
移
に
は
代
替
す
る
小
量
主
代
替
さ
れ
る
小
量
と
が
同

一
の
債
格
を
有
す
る
舶
に
建
す
る
o

E
白
鮎
を
代
替
鮎
と
稽
ず

る
o

と
の
賄

E
越
え
て
代
替
を
進
む
れ
ば
、
代
詩
ず
る
小
量
の

慌
格
が
代
接
さ
れ
る
小
品
す
の
そ
れ
よ
h

り
も
高
く
た
る
。
己
の
際

如
何
た
る
生
産
方
法
が
最
も
低
廉
で
あ
る
か
主
一
国
ふ
忙
、
明
に

二
生
産
手
段

E
代
替
貼
主
で
使
用
す
る
方
法
が
最
も
低
廉
で
あ

る
。
生
産
手
段
の
加
知
が
三
個
以
上
の
場
合
に
も
最
も
低
廉
た

る
o 

上
の
場
合
と
等
し
く
、
代
替
制
虻
よ
っ
て
定
ま

一
経
怖
憾
に
於
け
る
各
代
替
鮪
は
、
何
れ
も
生
産
手
段
目

生
産
万
訟
は
、

倒
格
闘
係
に
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
に
密
接
に
聯

闘
し
て
居

p
、
従
っ
て
一
財
の
生
産
方
法
は
仙
の
拙
べ
て
の
財

白
生
産
方
法
止
聯
闘
し
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。

己
の
班
論
経
済
同
申
の
結
論
主
立
地
税
輸
に
泊
用
し
ゃ
う
。
そ

れ
に
は
生
産
方
訟
に
代
ふ
る
に
生
産
立
地
を
以
て
す
れ
ば
よ

ぃ
。
直
ぐ
前
に
記
し
た
や
う
に
各
代
替
制
は
相
互
に
聯
関
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
云
へ
ば

一
個
の
生
産
の
立
地

だ
け
を
問
題
と
す
る
ζ

ー
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
と
れ
を

第
二
十
凡
巻

丸

O
=
一

第
プぐ
競

一o=
一



雑

錐

生
産
立
地
訓
諭
に
つ
い
て

切
離
し
て
間
過
と
す
る
た
め
に

己
の
立
地
の
決
定
が
生
産
手

段
の
M
M
格
闘
係
に
仰
の
反
動
を
も
及
ぼ
さ
左
い
も
の
・
と
縦
定
す

る

一
段
階
か
ら
成
る
生
泣
山
立
地
主
抽
出
品
略
立
地
か
ら
述
吋
る
と

ル
」
は
・
土
地
白
川
一
骨
の
支
州
に
代
悼
す
る
忙
迩
訟
千
段
を
も
合

む
資

4
・
抑
制
山
総
支
山
を
以
て
す
る
と
占

t
立
昧
j
る
O

山首

問
の
最
低
廉
た
立
地
は
と
の
ご
支
山
の
代
替
貼
仰
れ
よ
っ
て
定
ま

る
。
然
必
に
、
代
替
の
原
則
に
よ
れ
ば
資
本
葬
倒
は
土
地
の
用

益
に
到
す
る
支
川
で
あ
る
地
代
が
…
一
A

向
け
れ
ば
高
い
だ
け
一
定
取

位
心
土
地
に
到
し
て
多
く
支
川
さ
れ
ね
ば
た
ら
白
か
ら
、

'>: 
産

は
そ
の
技
術
的
判
質

k
土
地
一
眼
位
故
り
の
資
本
・
持
働
の
脱

支
川
が
多
け
れ
ば
多
い
だ
け
泊
提
立
地
に
近
い
立
地

E
有
し
た

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
尖
に
、
と
れ
ま
で
は
資
本
労
働
の
総
支
出
が

一
慨
を
な
す
も
の
と
考
へ
て
来
た
け
れ

E
も

と
れ
は
事
官
で

は
な
い
。
事
買
に
於
い
て
は
立
地
山
田
両
た
る
に
辿
れ
て
温
法

手
段
の
支
山
と
他
白
資
本
・
持
働
の
支
川
左
の
割
合
も
礎
化
す

る
。
そ
の
結
果
、
土
地
の
川
経
由
支
山
主
資
本
・
労
働
の
総
支

出
と
の
代
替
賦
は
、
運
送
手
段
の
支
山
川
左
他
の
資
本
・
勢
働
の

第
二
十

λ
各

丸

O
四

第
六
蹴

o 
凶

支
出
ー
と
の
代
替
鮪
に
よ
っ
て
相
越
す
る
。
削
ち
立
地
に
到
し
て

窓
義
主
有
す
る
代
替
結
は
ご
倒
あ
る
と
主
主
た
る
。
己
れ
を
一

に
治
五
し
て
土
地
の
則
自
祉
に
到
す
ろ
支
川
房
現
は
す
に
辺
浩
手

段
山
支
出
を
以
て
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
o

何
故
主
一
耳
ふ

に
、
土
地
の
川
谷
は
あ
ら
ゆ
る
仕
庄
の
運
送
手
段
心
支
山
内
或
は

温
法
千
伐
の
主
山
-
般
K
よ
っ
て
定
ま
り
、

そ
の
支
出
付
何
れ

の
生
産
K
つ
い

τも
等
し
い
が
叩
理
法
千
段

mir-山
は
生
産
勾
に

相
遣
す
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、

仲
間
置
が
二
段
附
に
分
れ
て
ゐ
る
場
合
後
段
階
の
立
地

を
動
か
せ
ば
、

己
れ
に
つ
い
て
は
、
土
地
山
問
谷
山
支
山
主
資

本
・
労
働
白
紙
支
川
・
と
の
代
位
制
及
び
迅
な
干
段
の
支
川
'
と
他

の
資
本
・
畑
労
働
山
支
川
と
の
代
替
馳
以
外
、
更
に
山
地
詮
千
段
の

支
出
の
二
部
分
の
代
北
骨
髄
が
荒
川
営
住
b
k
有
す
る
己
主
に
な
る
。

生
産
が
コ
一
側
以
上
白
段
階
に
分
れ
て
ゐ
る
場
合
に
も
代
位
閥
係

が
復
雑
に
た
る
詐
り
で
あ
る
。

と
れ
ま
で
は
非
組
機
的
因
子
の
作
川
主
川
県
訓
附
し
て
来
た
が

と
れ
の
作
川
ず
る
場
合
は
如
何
。
先
づ
保
件
と
し
て
作
川
す
る

場
合
に
は
、
生
産
手
段
の
結
合
が
己
の
保
件
を
顧
慮
し
て
行
は



れ
る
詐
り
で
あ
る
。
失
に
前
提
と
し
て
作
川
ず
る
場
合
は
方
法

論
的
窓
指
令
一
有
し
た
い
。
茸
し
、
縦
満
州
諭
は
非
終
消
的
凶
子

の
作
川
七
佐
保
件
'
と
す
る
生
産
立
地
の
経
済
的
決
定
を
川
に
す
る

を
以
て
足
り
、

そ
れ
以
上
を
問
は
た
〈
て
も
よ
い
か
ら
で
あ

る。
か
ゃ
う
し
て
、
プ
レ
デ
1
ル
は
生
産
立
地
の
問
題
を
以
て
、

生
産
手
段
代
桜
山
間
刷
で
あ
る
』
説
く
。

以
上
崎
挫
し
た
プ
レ
デ
1
ル
の
見
解
を
検
討
し
て
行
か
う
。

先
づ
彼
が
生
泣
立
地
則
論
山
封
象
の
範
囲
L
と
す
る
所
か
ら
始
め

る。
生
産
は

天
然
K
存
ホ
す
る
官
源

モ
の
内
山
砕
か
ち
H
比

hm
ば、

叉
は
阪
に
生
産
さ
れ
で
ゐ
る
財
貨
の
性
質
忙
何

ιか
の
礎
化
を

興
へ
て
似
格
の
あ
る
財
貨
を
総
得
す
る
行
箆
削
ち
狭
義
の
生

産
、
宵
梯
又
は
財
貨
の
性
質
を
維
持
し
て
傾
格
の
あ
る
財
貨
を

独
得
す
る
行
錯
削
ち
保
存
、
官
源
又
は
財
貨
の
位
置
忙
製
化
を

興
へ
て
倒
格
の
あ
る
財
貨
を
獲
得
す
る
行
錦
町
ち
謹
諮
、

と

の

雑

錐

生
産
立
地
理
論
に
つ
い
て

三
種
に
分
れ
る
o
叫
が
チ
斗

1
ネ
ン
、
ゥ
ェ

1
パ

I
等
が
農
業

当
産
・
工
業
生
産
等
生
産
の
一
部
分
の
立
地
主
制
象
ー
と
し
て
ゐ

呂
の
を
不
寛
分
'
と
し

生
産
金
惜
の
立
地
主
釘
拍
識
と
す
る
と
と

が
必
要
で
あ
り
、
農
業
生
応
・
工
業
生
産
等
の
立
地
は
そ
の

部
分
主
見
る
べ
き
で
あ
る
止
云
っ
て
ゐ
る

ωは
百
し
い
。

L
.
彼
の
調
ム
別
の
生
産
立
地
も
単
に
狭
義
の
生
産
の
立
地
に

止
ま
る
や
う
で
あ
っ
て
.
夫
眠
り
不
充
分
E
あ
る
。
何
故
主
云

ム
氏
、
保
存
即
運
送
は
狭
義
の
生
産
主
等
し
く
蹴
義
の
生
産
的

一
部
で
あ
り
、

そ
の
立
地
も
狭
義
自
生
産
の
立
地
主
根
本
的
に

見
れ
ば
同
一
の
法
則
に
よ
っ
て
同
時
虻
定
ま
り
、
且
つ
相
互
の

聞
に
密
接
た
聯
胤
を
有
し
て
居
っ
て
、
前
二
者
の
立
地
主
附
典

ー
と
し
て
後
者
の
立
地
を
云
鵠
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
論
白

宜
際
に
於
い
て
も
、
狭
義
の
生
産
の
立
地
を
封
象
と
す
る
主
税

し
た
が
ら
、
常
に
運
治
立
地
の
如
何
を
も
同
時
忙
問
山
阻
止
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に

厳
密
に
一
耳
へ
ば
‘
生
時
立
地
理
論
は

生
産
全
酬
闘
の
立
地
主
問
也
と
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

と
れ
に
聯
関
し
て
詫
意
を
製
す
る
己
lv
し
が
二
つ
あ
る
o
即
ち

生
産
立
地
金
問
は
相
互
に
聯
闘
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
理

第
二
十
入
品
甘
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緒

録

生
産
立
地
問
論
に
つ
い
て

論
に
於
い
て
は
一
の
完
全
在
|
|
あ
ら
ゆ
る
経
済
行
常
が
そ
の

領
域
内
で
完
了
し
て
ゐ
る

1
1経
済
般
の
生
産

t
地
全
憶
を
そ

の
聯
閥
性
主
夫
は
し
め
お
い
で
捕
捉
せ
ね
ば
一
段
ら
ぬ
と
と
、
及

叩

u
、
生
産
立
地
Am
砲
を
納
捉
せ
ね
ば
た
ら
向
の
で
あ
る
か
ら

あ
ら
ゆ
る
属
性
を
抽
象
し
央
っ
た
生
産
一
般
の
立
地
を
針
象
企

す
る
の
は
無
底
味
で
あ
っ
て

各
組
の
風
位
を
具
ふ
る
生
産
金

融
山
立
地
主
針
象
企
吐
心
ば
た
ち
臥
と
と
、
E
恥
で
あ
る
o

次
忙
、
プ
レ
デ
l
ル
の
や
う
虻
生
産
立
地
現
愉
削
も
経
済
立

地
珂
論
他
見
倣
す
の
虻
は

二
仰
の
前
提
、
聞
も
生
産
立
地
主

消
費
立
地
止
を
同
一
事
象
の
凶
闘
と
見
倣
す
と
止
、
生
産
立
地
・

消
費
立
地
以
外
忙
経
済
立
地
た

L
t考
へ
る
己
主
を
必
要
し
と
す

る
。
鰍
ら
は
、

と
の
こ
前
提
は
五
し
い
で
あ
ら
う
か
。

消
費
は
二
種
に
八
万
れ
る
o

生
産
の
た
め
に
す
る
泊
費
L
C

純
粉

た
泊
健
在
で
あ
る
。
前
者
山
立
地
は
生
産
立
地
主
同
一
事
象
の

雨
師
を
た
す
か
ら
、
生
産
立
地
を
明
に
す
る
理
論
に
上
っ
て
同

時
に
明
に
た
る
o

併
し
純
粋
た
消
費
の
立
地
忙
至
つ
て
は
さ

う
で
は
左
ぃ
。
生
産
立
地
主
純
消
費
立
地
主
主
同
腕
す
る
論
者

は
、
輸
拙
閉
止
し
て
純
消
費
者
が
例
外
で
あ
り
消
費
者
は
骨
通
治

第
二
十
八
容

九

O
穴

第
六
根

。
大

費
の
泉
源
売
る
所
得
を
生
産
手
段
の
提
供
に
よ
っ
て
獲
得
す
る

と
と
を
場
げ
る
。
併
し
、
と
の
論
協
は
成
立
し
た
い
。
査
し
・

純
消
費
者
が
例
外
な
が
ら
存
在
す
る
己
と
は
純
粋
在
泊
費
立
地

の
布
在
す
る
乙
止
を
一
泊
し
・
消
費
者
が
生
産
手
段
の
提
供
者
で

あ
る
止
し
亡
も
消
費
を
行
ふ
場
所
k
生
産
手
段
の
提
供
を
行
ム

場
所
Lr一
が
一
致
し
た
い
の
を
山
伯
止
し
た
と
ひ
一
致
す
る
止
し

て
も
生
産
一
般
の
立
地
主
純
治
費
一
般
の
立
地
主
が
一
致
す
る

許
り
で
各
例
の
生
産
の
立
地
主
各
仰
の
純
消
裂
の
立
地
主
は
何

ら
直
接
の
闘
係
を
右
L
た
い
か
ら
で
あ
る
。
故
花
、
純
粋
た
泊

費
は
生
産
立
地
止
は
異
み
る
立
地
主
有
し
、

と
の
立
地
に
つ
い

て
は
生
産
立
地
の
そ
れ
止
は
回
現
在
る
一
の
現
輸
を
裂
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
生
産
立
地
却
論
は
生
産
立
地
を
明
托
す
る
許
り
で

あ
っ
て
、
消
費
立
地
主
明
虻
す
る
も
の
で
は
た
い
0

・
も
し
生
産

立
地
削
消
費
立
地
で
あ
れ
ば

生
産
立
地
瑚
愉
に
代
ふ
る
に
泊

費
立
地
理
論

E
以
て
し
で
も
よ
い
と
云
ふ
不
合
現
た
結
果
を
来

ず
で
あ
ら
う
。

更
忙
、
生
産
立
地
占
消
費
立
地
と
が
経
済
立
地
の
令
部
で
は

た
く
、
経
済
立
地
中
に
交
換
立
地
卸
も
交
換
た
る
経
済
行
震
の



行
は
れ
る
場
所
を
も
包
含
す
る
と
と
は
言
を
侠
た
ぬ
。
輩
し
、

交
換
縦
消
的
行
は
れ
る
経
済
胞
の
立
地
主
開
制
止
す
れ
ば
.
普

油
生
産
は
交
換

E
同
的
'
と
し
て
行
は
れ
、
泊
費
は
交
換
を
経
て

始
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、

交
換
立
地
は
生
産
立
地
・
泊

費
立
地
主
相
並
ん
で
極
め
て
草
要
た
意
義
を
有
す
る
か
ら
で
あ

る。
と
れ
に
よ
っ
て
考
ふ
れ
ば

あ
る
o

生
産
主
地
四
倫
は
生
産
立
地
を
明
に
す
る
瑚
諭
E
あ
っ

似
の
二
前
提
は
何
れ
も
訣
訟
で

て
.
消
費
立
地
の
理
倫
で
も
な
け
れ
ば
.
経
持
立
地
金
腿
の
叫

論
プ で
レも
デ主t:r.
I -ν、

2レ。

は
生

霊
地
理
論
E 
):J. 

て
生
産

毒
の
各

量

へ
の
介
配
の
理
論
の
一
一
週
肘
・
と
見
る
。
と
の
見
解
は
正
し
い
。

エ
ン
グ
レ
ン
ダ
ー
は
と
の
見
解
を
斥
け
‘

そ
の
愉
誠
に
自
然
的

事
情
・
文
化
的
事
情
の
作
川
す
る
結
果
と
し
て
生
産
立
地
の
一

ケ
所
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
E
事
げ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ

は
首
を
得
た
い
。
何
故
主
一
宮
ふ
に

か
ミ
る
事
情
も
そ
れ
だ
け

で
は
生
産
立
地

k
作
り
得
宇
、
生
産
手
段
の
凡
古
川
山
総
っ
て
亦
生

産
立
地
決
定
の
峰
件
た
る
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

輸

総

生
産
立
地
明
論
に
つ
い
て

併
し

生
産
立
代
理
論
の
内
容
を
プ
レ
ヂ
1
ル
の
や
う
に
考

へ
る
と
‘

生
産
手
段
の
各
生
産
へ
の
分
配
の
割
論
さ
へ
あ
れ

ば
.
生
産
立
地
現
論
怠
る
も
の
L
必
要
は
な
い
と
と
に
・
な
る
。

そ
と
で

彼
は
生
産
立
地
訓
論
付
立
の
根
線
を
立
地

ι釘
し

τ

憲
議
を
有
す
る
生
産
手
段
群
が
特
別
に
存
在
す
る
と
と
に
求
め

品
。
併
し
.
か
R
S

る
特
別
府
生
産
手
段
静
は
存
在
し
た
い
。

例
と
し

τ
一
段
階
よ
り
成
る
狭
誌
の
生
直
の
立
地
E
見
7
Q
K

生
産
千
伐
の
恨
怖
は
愁
く
」
の
一
立
地
に
約
し
て
設
誌
を
宥
し
、

一
の
場
所
に
於
け
る
一
生
産
手
段
の
慣
格
が
他
の
場
所
に
於
け

る
債
格
よ
り
も
低
艇
で
あ
れ
ば
、

と
の
場
所
は
そ
れ
だ
け
の
事

官
に
よ
っ
て
既
に
生
産

E
来
引
す
る
力

E
獲
得
す
る
。
即
ち

あ
ら
ゆ
る
生
産
手
段
を
通
じ
そ
の
聞
に
些
一
の
相
違
も
存
在
し
た

い
の
で
あ
る
。
故
に
、
と
の
見
解
は
維
持
し
得
た
い
。

己
L
に
於
い
て
、
彼
は
各
地
賠
が
あ
ら
ゆ
る
生
産
に
必
要
な

自
然
的
因
子
文
化
的
閃
子
を
等
し
〈
具
へ
て
ゐ
る
平
地
を
仮
定

し
、
己
の
平
地
に
於
い
て
北
地
に
封
し
意
義
P
有
す
る
生
産
手

段
と
し
て
士
地
の
用
益
と
運
訟
手
段
止
を
得
、
生
産
立
地
理
論

を
と
の
一
二
生
産
手
段
群
分
配
の
理
論
i
p
一
見
て
、
特
立
の
根
搬
を

第
二

+
A
A
t

九
O
七

第
六
都

一
の
七
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雑

録

生
産
立
地
州
歯
に
つ
い
て

輿
へ
る
。
併
し
、
自
然
的
因
子
文
化
的
因
子
主
等
し
〈
ず
る
平

地
止
一
再
ふ
似
定
は
蹴
在
る
便
宜
工
の
も
の
止
考
へ
、
縫
っ
て
後

忙
至
っ
て
之
聖
撤
去
す
る
結
果

と
の
根
械
は
失
は
れ
て
し
ま

.~ 。
然
ち
ば
、
生
産
立
地
叫
論
を
生
産
手
段
の
各
生
産
へ
の
分
即

の
瑚
論
と
阿
川
ず
る
特
伐
は
如
何
な
る
防
に
存
注
す
る
か
。

卑
見
に
よ
れ
ば
、

と
れ
は
ニ
つ
あ
る
o
第
一
忙
、

生
産
手
段

は
古
く
は
止
地
・
資
本
・
峠
働
に
三
介
さ
れ
て
来
た
け
れ

E
も、

a--

所
淵
土
地
中
に
は
種
b

白
川
智
栄
が
但
合
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

て
、
般
抑
制

ι云
へ
ば
、

土
地
と
と
地
に
含
ま
札
て
ゐ
る
自
然
材

料
及
び
土
地
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
資
本

k
E
E別
せ
ね
ば
た
ち

と
れ
ら
か
ら
同
制
さ
れ
た
土
地
は
空
間
と
し
て

向
。
而
し
て
、

の
属
性
以
外
あ
ら
ゆ
る
属
性
主
抽
象
し
去
ら
れ
、

マ
ー
シ
ャ
ル

の
云
ム
干
う
に
、
「
人
聞
に
彼
自
身
の
行
需
の
場
吸
を
奥
へ
」
、

「
他
の
諸
物
及
び
他
の
人
々
か
ち
の
距
離
を
決
定
」
寸

Z
も
の
と

怠
る
。
と
の
窓
味
陀
解
し
て
の
土
地
は
棒
働
占
共
に
如
何
た
る

生
産
に
も
不
可
依
の
生
産
手
段
で
あ
る
。
と
め
士
地
が
仙
の
如

何
な
る
生
産
手
段
占
結
合
さ
れ
、
如
何
た
る
生
産
に
使
用
さ
れ

第
二
十

λ
巷

第
六
披

O 
λ 

丸

O
λ

る
か
。

ζ
れ
を
明
に
す
る
の
が
生
産
立
地
理
論
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

生
産
立
地
理
論
が
生
産
手
段
の
各
生
産
へ
の
分
配
。

理
論
白
組
問
で
あ
る
と
と
は
、
プ
レ
デ
l
ル
の
一
苫
ム
通
り
で
あ

る
が
、

生
産
立
地
に
鈎
し
て
意
義
主
有
す
る
生
産
手
段
排
k
云

ム
や
勺
一
取
漠
然
た
る
も
の
へ
の
池
用
で
は
た
く
、
土
地
と
一
宜
ふ

明
確
に
限
定
さ
れ
た
生
産
手
段
へ
の
油
刑
判
じ
あ
る
。
と
の
事
宜

が
生
産
手
段
の
各
生
産
へ
白
分
担
白
朝
命
以
外
生
産
立
地
理
論

。
成
立
す
る
一
の
根
械
と
左
る
。

因
み
に
、
土
地
な
る
生
産
手
段
目
特
質
は
そ
の
{
弔
問
た
る
と

と
に
あ
る
o

従
っ
て
、
蹟
が
り
占
位
置
と
は
土
地
の
不
可
般
の

嵐
性
で
あ
る
け
れ

E
も、

他
の
自
然
的
性
質
・
文
化
的
性
質
或

は
経
済
的
世
質
・
非
経
梢
的
性
質
は
さ
う
で
は
た
い
。
か
h

ふる

事
賓
が
存
在
す
る
結
岡
市
、
始
め
て
、
生
産
立
地
別
論
忙
於
い
て

全
然
等
し
い
平
地
よ
り
成
る
絞
掛
慣
を
仮
定
し
得
る
の
で
あ

る
O 

第
二
に
、
従
来
の
経
済
理
論
に
於
い
て
は
、

生
産
手
段
の
各

生
産
へ
の
分
間
を
考
察
す
る
に
際
L
て
、
経
済
問
が
一
定
の
庚

が
り
在
位
世
主
諸
積
の
性
質
止
を
有
す
る
土
地
か
ら
成
立
っ
て

Marshall， P.川nciplesof Economics. eighlh c:dition. 1920・p.'45 3) 



ゐ
ワ
也
事
賞
は
、
殆
ん

E
閥
慮
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
、
生
産

立
地
主
問
題
に
す
る
場
合
に
は
.

己
の
事
賞
が
極
め
て
革
大
紅

意
義
主
有
し

と
の
事
寅
に
封
し
て
充
分
の
考
慮
矛
摘
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
か
く
見
れ
ば
、
生
産
立
地
理
論
は
生
産
手
段
の
各
生

産
へ
の
分
配
の
斑
愉
の
械
な
る
迎
用
で
は
た
く
、
ば
「
ろ
揃
践
と

も
一
五
ム
ベ
吉
も
の
と
な
る
。
と
れ
が
生
産
立
地
問
諭
特
立
の

m

働
の
掛
支
HI 
止
古1

1-1: 
特
し

第

に
後
者
の
内
部
で
E革
法
手
段

こ
の
根
疎
占
古
る
り

プ
レ
デ

l
ル
位
生
産
立
叫
現
前
主
似
て
生
慌
乎
政
の
各
州
産

へ
の
分
配
の
現
論
主
す
る
許
り
で
た
く
更
に
一
歩
を
進
め
て

代
諸
問
題
圭
取
扱
ム
理
論
・
と
考
へ
る
。
と
の
見
解
は
果
し

τ正

し
い
で
あ
ら
う
か
。

己
れ
に
到
し
で
は
、
先
づ

彼
が
代
替
闘
係
を
見
誤
っ
て
ゐ

る
と
と
を
指
摘
せ
ね
ば
た
ら
お
。
帥
ち
.
既
w
h

記
し
た
や
ろ

に
、
彼
は
自
然
的
に
も
文
化
的
に
も
全
然
等
し
い
平
地
に
於
い

て
運
盆
を
辿
結
し
且
つ
一
段
階
よ
り
成
る
狭
誌
の
生
産
の
立
地

の
支
出
と
そ
の
他
の
資
本
・
勢
働
白
支
出
と
が
代
替
す
る
止
云

雑

鍛

生
産
立
地
理
論
に
ヲ
い
て

ふ
。
併
し
、
か
ふ
る
平
地
に
於
い
て
は
か
L
る
生
産
立
地
主
何

鹿
に
動
か
し
て
も
、
土
地
の
用
袋
及
び
蓮
訟
手
段
の
一
一
額
以
外

の
生
産
手
段
の
支
出
は
少
し
も
相
違
し
左
い
。
故
に
、
第
一
に

土
地
の
用
銀
の
支
出
と
他
の
資
本
・
努
働
の
総
支
防
止
が
代
詩

ず
る

k
云
つ
亡
も
、

そ
の
賓
は
土
地
の
用
益
の
支
出
主
運
送
手

段
の
支
山
主
が
代
替
す
る
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
り
、
第
二
に
週

選
手
段
の
文
山
ー
と
そ
の
他
の
白
木
・
勢
働
の
文
川
止
の
代
替
は

不
可
能
で
あ
る
。

右
は
代
詩
す
る
生
産
乎
段
を
見
誤
っ
た
に
止
ま
る
が
、
一
見

に
、
生
産
立
地
の
問
題
が
代
替
の
問
題
で
た
い
場
合
が
あ
る
。

例
へ
ば
彼
は
生
産
が
一
一
個
以
上
の
段
階
K
分
れ
る
場
合
第
-
段

以
外
の
段
階
の
立
地
主
動
か
せ
ば
前
段
階
京
地
か
ら
半
製
品
を

と
の
立
地
ー
へ
漣
治
す
る
に
必
嬰
た
沼
治
手
段
の
支
山
止
泊
費
立

地
(
次
段
階
の
立
地
主
も
合
む
)
へ
製
品
を
巡
迭
す
る
に
必
要
左

運
送
手
段
の
支
仰
と
が
代
替
す
る
主
一
E
ふ
が
、

代
替
す
る
の
は

営
該
段
階
の
立
地
か
ら
日
比
て
前
段
階
の
立
地
と
消
費
立
地
主
が

反
到
の
方
向
に
存
在
す
る
時
に
限
り
、
同
じ
方
向
に
あ
る
時
に

は
運
治
手
段
の
支
出
の
雨
部
分
も
同
一
方
向
に
礎
化
し
、
代
替

第
二
十

λ
巷

九
O
九

第
六
就

O 
丸



樟

紘

中
央
・
地
方
故
算
。
形
式

聞
係
は
存
在
し
た
い
の
C
あ
る
。
更
に
、
生
産
の
可
能
な
場
所

が
特
定
白
一
地
貼
に
止
ま
る
際
に
も
、

生
産
手
段
聞
の
代
替
は

成
立
し
得
な
い
。

己

L
乙
・
J

亡
j
也
ー
し
ギ
込

E
A
t
J
d

』

d
l

代
校
側
係
は
生
産
立
地
決
定
或
は

生
産
手
段
の
各
生
産
へ
の
分
配
山
一
保
件
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ

コ
ζ

、

4

-

生
時
立
地

ω
川
闘
を
生
産
千
段
代
替
の
問
問
と
見
る
と

i

と
は
棋
で
あ
る
。
併
し
、
剛
院
消
の
殺
毘
は
一
山
町
階
よ
り
成
る
峡

義
の
生
産
主
多
く
す
る
傾
向
が
あ
り
、
技
術
白
逃
歩
普
及
は
生

産
の
技
侃
げ
に
可
能
た
場
川

E
地
加
せ
し
め
る
か
ら
、
現
在
で

は
生
産
立
地
問
題
を
生
産
手
段
代
替
の
問
題
と
見
得
る
範
倒
が

削
る
山
闘
い
己
主
主
認
め
ね
ば
な
ら
ね
。

四

以
上
プ
レ
デ
E

ル
の
則
論
を
検
討
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
生

盛
立
地
理
論
が
一
経
済
制
内
の
生
産
会
開
(
狭
訟
の
生
産
以
外

運
送
保
存
を
も
合
む
)
の
立
地
を
針
象
b
」
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
在
、

生
産
以
外
の
経
掛
行
鵠
の
立
地
を
明
か
に
す
る
も
の
で
は
在
い

己
在
、
土
地
在
る
生
産
乎
段
の
各
生
産
へ
の
分
間
の
明
論
で
あ

第
二
十
λ
血
管
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o 

第
六
統

る
と
止
を
、
概
略
一
不
し
得
た
占
息
ム
。

O 

本
稿
は
生
産
立
地
理
論
が
如
何
た
る
理
論
で
あ
る
か
を
述
べ

は
次
の
機
曾
に
鰻
る
。

た
詐
り
で
あ
る
c
生
産
立
地
理
論
そ
の
も
の
を
展
開
す
る
と
と

' ， 

町村は町村制、 rif
h 骨計は官計訟、


